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８ 進行

 （1）開会 

 （2）議案審議 

第1号議案 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明願について 

第2号議案 相続税の納税猶予に関して引き続き農業経営を行っている旨の証明願について 

第3号議案 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

第4号議案 相続税の納税猶予に係る利用状況の確認について 

第5号議案 農業経営基盤強化促進法第18条第1項の決定について 

第6号議案 土地改良事業参加資格交替申出の承認について 

(3) 議題 

①意見書の作成について 

(4) 報告 

①農地転用届出等処理報告について 

（5）その他 

(6) 閉会 
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令和 3年第 1回総会（令和 3年 1月 25日） 

開会（午後 2時 00分） 

農政課長 本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。

定刻となりましたので、ただいまより令和 3 年第 1 回総会

を始めさせていただきます。 

 それでは、会長の議事進行により会議を進めていただきま

す。会長、よろしくお願いいたします。 

議長（会長） ただいまより、令和 3年第 1回総会を開会いたします。 

本日は、大変お忙しい中、ご出席いただきましてありがとう

ございます。 

  それでは、本日の議案といたしまして、第 1号議案「生産緑

地に係る農業の主たる従事者の証明願について」から、第 6号

議案「土地改良事業参加資格交替申出の承認について」までの

6議案の審議を行います。また、議題を 1件、報告事項を 1件

予定しております。議事の進行及び議案については、お手元配

付の次第のとおりでございます。 

限られた時間の中ではございますが、十分ご審議いただくよ

うお願いいたします。 

それでは、会議を進めさせていただきます。まず、本日の農

業委員のご出席は 16 人中 10 人で、定足数を満たしておりま

すので、会議が有効に成立しておりますことをご報告いたしま

す。 

また、農地利用最適化推進委員は 12 人中 6 人のご出席でご

ざいます。 

次に、本日の議事録署名者は、氏名の 50 音順により、原田

晴充委員及び二村利久委員の両委員にお願いいたします。 
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それでは、本日の議事に移りたいと思います。 

まず始めに、お願いがございます。総会での発言は、全て議

事録に記録しております。発言される場合には、まず、挙手を

し、私から指名を受けた上で、必ずマイクを使って発言して下

さい。議事録を正しく作成するため、お手数ですがご協力をお

願いいたします。 

 では、議案審議に入ります。 

まず、はじめに、第 1号議案、生産緑地に係る農業の主たる

従事者の証明願について審議を行います。 

議案の報告については、今回も新型コロナウイルス対策とし

て、すべて地区課長より報告してもらうことといたします。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 1-15 について、東部・緑農政課長、お願いいたしま

す。 

東部・緑農

政課長 

受付番号 1-15 の農地について、担当委員さんと事務局職員

で、1月 6日に、現地調査した結果を報告します。 

受付番号 1-15 願い出の農地の、天白区島田四丁目の 1筆は、

耕起されており、耕作準備中。 

同 1筆には、ニンジンや大根などが栽培され、お亡くなりに

なるまで、主たる従事者として、農地を良好に管理されていた

ことを確認しました。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 
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議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 2-12 から 2-16 に

ついて、西部・守山農政課長、お願いいたします。 

西部・守山

農政課長 

受付番号 2-12 から 2-16 の農地ついて、1月 6日、7日の両

日に担当の委員さんと事務局とで現地調査した結果を報告し

ます。 

2-12 は畑で、梅、柿が作付けされ、申請者の母がお亡くなり

になるまでは、主たる従事者として良好に農地を管理されてい

たことを確認いたしました。 

2-13 は畑で、ミカン、梅が作付けされ、申請者の夫がお亡く

なりになるまでは、主たる従事者として農地を良好に管理され

ていたことを確認いたしました。 

2-14 は、2筆とも畑で、ミカン、小松菜、ネギ等が作付けさ

れ、申請者ご自身が体調を崩されるまでは、主たる従事者とし

て農地を良好に管理されていたことを確認いたしました。 

2-15 は田で、水稲収穫済であり、申請者の父がお亡くなり

になるまでは、主たる従事者として良好に農地を管理されてい

たことを確認いたしました。 

2-16 は畑で、ネギ、えんどう、ミカン等が作付けされ、申請

者の父がお亡くなりになるまでは、主たる従事者として良好に

農地を管理されていたことを確認いたしました。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 4-2 及び 4-3につ

いて、港農政課長、お願いいたします。 
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港農政課長 受付番号 4-2 及び 4-3 につきまして、担当委員及び事務局

職員とで、1月 6日と 7日に調査した結果を報告します。 

受付番号 4-2 の、証明願い出のありました港区宝神五丁目の

1筆は畑で、イチジクが作付けされており、お亡くなりになる

までは、主たる従事者として、農地を良好に管理されていたこ

とを確認しました。 

また、受付番号 4-3 の、証明願い出に係る生産緑地の現況に

つきましては、茶屋新田土地区画整理事業の事業地で、仮換地

されていますが、使用収益の開始直後で、休耕中の状況でした。

 以上、調査の結果、本件申請につきましては、願い出のとお

り証明することに、なんら問題はないと思います。よろしくご

審議をお願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 1 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 1号議案の案件は証明することといた

します。 

次に、第 2号議案、相続税の納税猶予に関して引き続き農業

経営を行っている旨の証明願について審議を行います。 

 それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 1-40 及び 1-41 について、東部・緑農政課長、お願い

いたします。 



5 

東部・緑農

政課長 

受付番号 1-40 及び 1 41 の農地について、担当委員さんと

事務局職員で、1月 6日に、現地調査した結果を報告します。

受付番号 1-40、天白区梅が丘一丁目の 1 筆には、ミカン、

ニンジン、大根などが、同 1筆には、ミカン、水菜、タマネギ

などが栽培され、鴻の巣一丁目の 1筆には、ミカンが、同 1筆

には、タマネギ、えんどう、キャベツなどが栽培されていまし

た。 

受付番号 1 41、緑区八つ松一丁目の 3 筆は、ブドウ畑とし

て管理され、同 2筆には、ミカン、柿、レモンなどが栽培され

ていました。 

いずれも、畑や果樹畑として良好に管理されており、引き続

き農業経営されていることを確認しました。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 2-28 から 2-30 に

ついて、西部・守山農政課長、お願いいたします。 

西部・守山

農政課長 

受付番号 2-28 から 2-30 の農地について、1月 7日に担当の

委員さんと事務局とで現地調査した結果を報告します。 

2-28 は田で、水稲収穫済でした。 

2-29 は 2 筆とも畑で、ネギ、大根、ニンジン等が作付けさ

れていました。 

2-30 は守山区大谷町の 1筆が田で水稲収穫済み、他は畑で、

大谷町の 1筆には、ネギ、大根、白菜等が、野萩町の 2筆には



6 

ブロッコリー、にんにく、小松菜等が作付けされていました。

いずれの農地も願出者が引き続き農業経営を行っているこ

とを確認し、何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議

のほど、お願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 3-34 について、

中川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 34 の農地について、担当の委員さんと事務局職

員とで現地を確認しましたので、結果を報告します。 

受付番号 3 34 の田は、耕作準備中であり、良好に管理され

ていました。 

証明することにつき、何ら問題はないと思いますので、ご審

議のほど、よろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 4-30 から 4-33 に

ついて、港農政課長、お願いいたします。 

港農政課長 受付番号 4-30 から 4-33 の農地につきまして、担当委員さ

ん及び事務局職員とで、1月 6日と 7日に調査した結果を報告

します。 

受付番号 4-30 の 2 筆、4-31 の 2 筆のうち 1 筆及び 4-32 の

2 筆のうち 1筆は、畑で、それぞれ作付けされ良好に管理され

ておりました。 

また、受付番号 4-31 の 2筆のうち 1筆、4-32 の 2筆のうち

1 筆及び 4-33 の 4 筆は、田で、水稲収穫後で良好に管理され

ておりました。 
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以上のことから、引き続き農業経営されていることを確認し

ました。 

調査の結果、問題ないと思いますので、よろしくご審議をお

願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 2 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 2号議案の案件は証明することといた

します。 

 次に、第 3号議案、相続税の納税猶予に関する適格者証明に

ついて審議を行います。 

 それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 4-2 について、港農政課長、お願いいたします。 

港農政課長 受付番号 4-2 につきまして、担当委員さん及び事務局職員と

で、1月 6日に調査した結果を報告します。 

本件申請は、「相続税の納税猶予の適用」を受けようとする

願出者が、納税猶予の適用を希望する港区西茶屋四丁目始め 3

筆の農地について、租税特別措置法施行令の定める基準を満た

す適格者である事につき、証明を願い出たものです。 

申請地は、田で、水稲収穫後の状況であり、いずれも農地と



8 

して良好に管理されておりました。 

また、願出者は、被相続人が亡くなられた後、当該農地を自

ら経営しており、今後も引き続き農業経営を行う見込みである

ことにつきましても確認しております。 

以上、調査の結果、適格者として問題ないと思いますので、

よろしくご審議をお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 3 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 3号議案の案件は証明いたします。 

 次に、第 4号議案、相続税の納税猶予に係る利用状況の確認

について審議を行います。 

この議案について審議するのは現在の体制となって初めて

でございますので、概要をご説明いたします。 

この利用状況確認は、旧の納税猶予制度に基づく議案となり

ます。 

具体的に申し上げますと、平成 21 年の租税特別措置法改正

前は、市街化調整区域内の農地については、相続から 20 年間、

営農を継続すれば、相続税の納税が免除されることとなってお

りました。 
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本議案は、納税猶予の開始から 20 年が経過した農地につい

て、税務署長からの求めに応じて、その状況を農業委員会とし

て確認するものです。 

審議のポイントは、「納税猶予の適用を受けている者が、確

認の対象となる農地を自ら耕作していたと認められること」で

ございます。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 4-2 及び 4-3 について、港農政課長、お願いいたしま

す。 

港農政課長 受付番号 4-2 及び 4-3につきまして、1月 6日に、担当委員

さんと事務局職員で、調査した結果をご報告します。 

本件は、受付番号 4-2 の所有者及び、受付番号 4-3の所有者

が、納税猶予の適用を受けている農地について、自らの農地と

して管理していることについて、中川税務署から確認を求めら

れているものです。 

受付番号 4-2 の 7筆のうち 3筆及び受付番号 4-3 の 1筆は、

畑で、それぞれ作付けされ良好に管理されておりました。 

また、受付番号 4-2 の 7筆のうち 4筆は、田で、水稲収穫後

で良好に管理されておりました。 

また、この農地は、相続人が相続して以来、所有者自らが農

地として管理されてきたことを確認しました。 

 以上、調査の結果、問題はないと思われますので、よろしく

ご審議をお願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今の報告について、何かご意
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見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 4 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 4号議案の案件は、証明することとい

たします。 

次に、第 5号議案、農業経営基盤強化促進法第 18 条第 1項

の決定について審議を行います。こちらは、利用権設定の案件

となります。 

審議のポイントとして、配付資料①をお配りしていますの

で、合わせてご覧ください。 

それでは、10ページの農用地利用集積計画案の第 12号につ

いて、港農政課長、お願いいたします。 

港農政課長 令和 2 年度第 12 号の農地利用集積計画につきまして、1 月

6日に、担当委員さんと事務局職員で、調査した結果をご報告

します。 

本件は、借受人が、農地の使用貸借権を設定したいと申し出

されたものです。 

申し出の農地は、港区西蟹田の 1 筆で、地目は畑で面積は

120 平米であり、ネギ、大根、ブロッコリーが作付けされてい

ました。 

借受人は、所有者に対し、申請地の借り受け継続の希望をさ
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れ、双方の合意が得られたので、今回の申請にいたったもので

す。 

借受人は、申し出の農地を効率的に利用する、意欲ある者と

思われます。利用権の設定がされたあとも、継続的な営農を行

い、農用地の経営基盤強化につなげていくと見込まれます。 

以上、調査の結果、問題はないと思われますので、よろしく

ご審議のほど、お願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

特にないようです。それではここで、第 5号議案の議決の案

を読み上げさせていただきます。9ページをご覧ください。 

農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の決定について 

農業経営基盤強化促進法（昭和 55 年法律第 65号）第 18 条

第 1 項の規定により、名古屋市が農用地利用集積計画（以下

「計画」という。）を定めるにあたり、名古屋市長から「農用

地利用集積計画（案）の作成について（依頼）」により依頼が

あったことについては、名古屋市が作成した案のとおり定める

ことにつき差し支えない旨、決定する。 

理由としましては、当該計画において利用権の設定を受ける

者は、第 18 条第 3項に掲げる要件の全てを備えることとなる

と認められるため、です。 

 それでは、第 5号議案について、案のとおり回答してよろし

いか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 



12 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 5号議案につきましては、案のとおり

名古屋市長あて回答いたします。 

 次に、第 6号議案、土地改良事業参加資格交替申出の承認に

ついて審議を行います。 

事務局、説明をお願いいたします。 

農政係長 本件は、令和 2 年 8 月に追加募集いたしました南陽地区の

農地中間管理事業に関するものでございます。 

お手元の配付資料②と記載された資料をご覧ください。 

土地改良法においては、土地改良事業の参加資格が原則農地

の所有者で、耕作している者でございますが、利用権設定に伴

いまして、参加資格が耕作者に移行いたします。そのため本件

におきましても、農地所有者から耕作者に移行することになり

ます。 

裏面をご覧ください。 

南陽地区におきましては、参加資格を所有者に残すこととい

うことで、所有者及び耕作者の双方で合意されております。そ

こで本件は、土地改良法第 3 条第 1 項第 2 号の規定に基づき

まして、所有者、耕作者の申し出により農業委員会で承認する

ことで参加資格を耕作者から所有者に交替する、すなわち所有

者に参加資格を戻すというものでございます。 

議案書の 16ページから 17ページをご覧ください。 

本年度におきましては、19名、32筆、28,050 平米の申し出
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がなされました。いずれも先ほどご説明したとおり、双方合意

によるものでございますので、よろしくご審議のほど、お願い

いたします。以上でございます。 

議長（会長） ただいま、事務局から説明がありましたが、何かご意見、ご

質問等ございますか。 

特にないようです。それでは、15 ページにございます議決

の案を読み上げます。 

 土地改良事業参加資格交替申出の承認について 

別記の土地に係る土地改良事業への参加資格の交替につい

ては、土地改良法（昭和 24年法律第 195 号）第 3条第 1項第

2号の規定により承認する。 

理由としましては、耕作者に替えて当該土地の所有者が土地

改良事業に参加することが、当該事業の円滑な推進及び土地改

良区の適切な管理運営の上で妥当と認められるため、です。 

それでは、第 6号議案については、この案のとおり承認して

よろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 6号議案につきましては、案のとおり

承認することといたします。 

本日予定しました議案は以上でございます。 

続きまして、議題に移ります。議題１「意見書の作成につい

て」でございます。 

右肩に議題１とあります、意見書の作成について（案）とい

う資料をご覧ください。 
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前回の総会において、今年度提出した意見書に対する対応状

況の報告がありました。 

その報告を受けまして、12 月の拡大運営委員会において、

検証した結果及び今後の意見書の作成方法について説明しま

す。 

 それでは、事務局、よろしくお願いします。 

農政係長 それでは説明させていただきます。 

まず、「令和 3年度名古屋市農業施策等に関する意見 検証

資料」というホチキス留めされている資料があると思いますの

で、そちらをご覧ください。 

今年度提出した意見書につきまして、関係部署から回答をい

ただいたものについては、二重線の四角の中に記載、拡大運営

委員会で検証した結果につきましては、下の太線の黒四角のと

ころに記載させていただいております。 

この検証結果を踏まえまして、今後も改善を必要とする制度

や施策などがあるということから、令和 4年度の関係各所にも

予算編成過程において引き続き意見する必要があるというこ

とで拡大運営委員会で決定されました。 

資料に戻りまして、意見書の作成について（案）をご覧くだ

さい。 

 1 にございますとおり、作成方針といたしましては、（1）令

和 3年度名古屋市農業施策等に関する意見書の検証を実施し、

その結果を踏まえたうえで、新たな追加意見を加え、令和 4年

度の意見書を作成する。（2）新たな追加意見は、制度や施策の
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改善に対する意見とする。（3）意見書の意見項目は、必要なも

のに絞り込み概ね 10 項目以内とする、という方針が決定いた

しました。 

 次に 2にいきまして、意見書作成の流れでございますけれど

も、（1）追加意見の募集につきましては、1月から 2月に行い

まして、制度や施策の改善に対する追加意見を全委員から募集

するということに決定しております。 

 （2）にいきまして、その後 3月から 5月にかけて意見書の

素案をまとめさせていただきまして、案を作成いたします。決

定いたしましたら、意見書の案は拡大運営委員会で最終確認さ

せていただきます。 

 （3）にいきまして、5 月から 7 月を予定しておりますけれ

ども、総会で意見書の案を諮りまして、最終決定させていただ

こうかと思っております。決定した意見書につきましては、7

月 10 日頃を考えておりますけれども、名古屋市長に提出した

うえ関係各所に提出する予定でございます。委員の方々につき

ましては、先ほどホチキス留めさせていただいております検証

結果をお持ち帰りいただきまして、ご一読のうえ、追加意見等

ございましたらご提出いただきますようよろしくお願いいた

します。提出期限につきましては、2の（1）にあるとおり、2

月 22 日月曜日までに、地区農政課または農政課にご提出いた

だきますようよろしくお願いいたします。提出していただきま

した意見は、今後 3月から 5月にかけて、拡大運営委員会でご

議論いただきます。その結果を踏まえて最終案を作らせていた

だきますので、より多くのご意見をお待ちしておりますので、

よろしくお願いいたします。以上でございます。 

議長（会長） ありがとうございました。 

以上、意見書の作成につきまして、説明いたしましたが、何

かご意見はございますか。 
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 特にないようです。それでは、議題１については、案のとお

り決定してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、議題１については、案のとおり決定いた

します。 

続きまして、報告に移ります。 

報告（1）「農地転用届出等処理報告」について事務局、お願

いいたします。 

農政課長 それでは、令和 2 年 12 月 1 日から令和 3 年 1 月 4 日まで

に、名古屋市農業委員会事務局長以下代決規程に基づき、事務

局が処理した案件につきまして、ご報告させていただきます。

まず、1 ページから 12 ページにかけまして、農地法第 3 条

の 3の規定による届出が 31件 

続いて、13 ページから 24 ページにかけまして、農地法第 4

条第 1項第 8号の規定による転用届出が 34件 

続いて、25 ページから 55 ページにかけまして、農地法第 5

条第 1 項第 7 号の規定による転用届出のうち所有権移転に係

るものが 93件 

続いて、56ページから 59ページにかけまして、同じく、農

地法第 5条転用届出のうち賃借権設定に係るものが 8件 
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続いて、60 ページですが、同じく、農地法第 5 条転用届出

のうち使用貸借権設定に係るものが 2件 

続いて、61ページですが、農地法第 18条第 6項の規定によ

る合意解約通知が 1件 

続いて、62ページですが、現況証明願が 1件 

続いて、63 ページですが、引き続き特定貸付けを行ってい

る旨の証明願が 1件 

続いて、64ページですが、農地の競売・公売に関する買受適

格者証明が 5件 

続いて、65ページですが、転用届出に係る訂正願が 2件 

続いて、66ページですが、農地の時効取得に関する通知が 1

件 

続いて、67ページですが、転用許可に係る取下願が 1件 

それぞれ受理いたしております。報告は、以上でございます。

議長（会長） ただ今の報告で、何かご質問等はございますか。 

特にないようです。 

報告については、以上でございますが、その他、何かあり

ますでしょうか。 

よろしいですか。では事務局から何かありますか。 

主査 本日より、特定生産緑地指定申出の受付開始です。1992 年
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の生産緑地については 2 回目、1993 年の生産緑地については

1回目の指定申出の受付が本日より 4月 9日まで、4地区農政

課を窓口として始まります。特定生産緑地にご指定いただくこ

とが農地の保全、そして農地利用最適化の推進につながるもの

となりますので、委員の皆様にありましても周囲の農業者さん

へのお声がけ等、ご協力をいただきますようどうぞよろしくお

願いいたします。また今後、現地調査等につきましても大変お

手数ではありますが、ご協力のほど何卒お願いいたします。 

農政係長 連絡事項がございまして、皆様にはすでに書面で郵送させて

いただいておりますけれども、新型コロナウイルス感染拡大に

より、今後の予定がいくつか中止になりましたので、改めてお

知らせいたします。 

まず、2 月 10 日水曜日に予定しておりました、農業者さん

との意見交換及び研修ですけれども、こちらにつきましては中

止とさせていただいております。次に、2 月 10 日水曜日の農

業委員会だよりの編集委員会も中止とさせていただいており

ます。ただし、農業委員会だより自体は発行する予定でござい

ますので、委員の方々には原稿の作成をお願いする予定でござ

います。原稿作成の詳細につきましては、改めてご連絡いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

議長（会長） その他、何かありますでしょうか。 

特にないようです。 

それでは、以上をもちまして、令和 3年第 1回総会を閉会い

たします。議事進行にご協力いただきましてありがとうござい

ました。 

閉会（午後 2時 35分） 


